
サービスプロファイル更新の遅延展開

この章は、次の内容で構成されています。

• サービスプロファイルの遅延展開, 1 ページ

• スケジュールの設定, 5 ページ

• メンテナンスポリシーの設定, 18 ページ

• 保留アクティビティの管理, 21 ページ

サービスプロファイルの遅延展開
サービスプロファイルの変更の一部、またはサービスプロファイルテンプレートの更新は、中

断をともなうことや、サーバのリブートが必要になることがあります。ただし、これらの中断を

ともなう設定変更をいつ実行するかを、遅延展開によって制御できます。たとえば、サービスプ

ロファイルの変更をすぐに展開するか、指定されたメンテナンス時間帯に展開するかを選択でき

ます。また、サービスプロファイルの展開にユーザの明示的な確認応答が必要かどうかを選択で

きます。

遅延展開は、サーバとサービスプロファイルとの関連付けによって発生するすべての設定変更に

使用できます。これらの設定変更は、サービスプロファイルへの変更、サービスプロファイル

に含まれるポリシーへの変更、更新サービスプロファイルテンプレートへの変更によってプロン

プト表示される場合があります。たとえば、サーバ BIOS、RAIDコントローラ、ホスト HBA、
ネットワークアダプタなどのホストファームウェアパッケージや管理ファームウェアパッケー

ジによって、ファームウェアのアップグレードおよびアクティブ化を延期することもできます。

ただし、CiscoUCSManager、ファブリックインターコネクト、I/Oモジュールなど、ファームウェ
アパッケージを使用しないコンポーネントのファームウェアイメージの直接展開を遅延させるこ

とはできません。

遅延展開は、サーバのリブートを必要とする次のアクションに使用できません。

•サーバのサービスプロファイルの最初の関連付け

•サービスプロファイルと別のサーバを関連付けない、サービスプロファイルのサーバから
の関連付けの最終解除
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•サーバの解放

•サーバの再認識

•サーバのリセット

サービスプロファイル変更の展開を遅延させる場合、1つ以上のメンテナンスポリシーを設定
し、各サービスプロファイルにメンテナンスポリシーを設定する必要があります。展開が発生

する時間帯を指定する場合、1つ以上の繰り返しオカレンスまたはワンタイムオカレンスを持つ
スケジュールを少なくとも 1つ作成し、そのスケジュールをメンテナンスポリシーに含める必要
があります。

遅延展開スケジュール

スケジュールには、一連のオカレンスが含まれます。これらのオカレンスは、1回だけ発生させ
るか、または毎週指定した日時に繰り返し発生させることができます。オカレンスの時間長や実

行されるタスクの最大数といった、オカレンスで定義されるオプションにより、あるサービスプ

ロファイルの変更が展開されるかどうかが決まります。たとえば、最大時間長またはタスク数に

達したため特定のメンテナンス時間帯に変更を展開できない場合、この展開は次のメンテナンス

時間に持ち越されます。

各スケジュールは、Cisco UCSドメインが 1つまたは複数のメンテナンス時間に入っているかど
うか、定期的に確認します。入っている場合、スケジュールはメンテナンスポリシーで指定され

た制限に対し適切な展開を実行します。

スケジュールには、スケジュールに関連付けられたメンテナンス時間を決定する 1つ以上のオカ
レンスが含まれています。オカレンスは次のいずれかになります。

ワンタイムオカレンス

ワンタイムオカレンスは、単一のメンテナンス時間を定義します。これらの時間帯は、そ

の時間帯の最大時間長まで、または時間帯の中で実行可能なタスクの最大数に達するまで継

続されます。

繰り返しオカレンス

繰り返しオカレンスは、一連のメンテナンス時間を定義します。これらの時間帯は、タス

クの最大数に達するまで、またはオカレンスに指定された日の終わりに達するまで継続しま

す。

メンテナンスポリシー

メンテナンスポリシーは、サーバに関連付けられたサービスプロファイル、または 1つ以上の
サービスプロファイルに関連付けられた更新中のサービスプロファイルに対して、サーバのリ

ブートが必要になるような変更が加えられた場合のCiscoUCSManagerの対処方法を定義します。

メンテナンスポリシーは、Cisco UCS Managerでのサービスプロファイルの変更の展開方法を指
定します。展開は、次のいずれかの方法で実行されます。
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•即時

•ユーザが管理者権限で承認したときに実行する

•スケジュールで指定された時間に自動的に実行する

スケジュール済みのメンテナンスウィンドウ中に変更を展開するように設定されているメンテナ

ンスポリシーでは、ポリシーに有効なスケジュールが含まれていることが必要です。この場合、

最初に使用可能なメンテナンスウィンドウ中に変更が展開されます。

メンテナンスポリシーでは、関連付けられたサービスプロファイルに設定変更が加えられた

場合に、サーバの即時リブートは回避できますが、次のアクションの即時実行は回避されま

せん。

（注）

•関連付けられたサービスプロファイルのシステムからの削除

•サーバプロファイルのサーバからの関連付けの解除

•サービスポリシーを使用しないファームウェアアップグレードの直接インストール

•サーバのリセット

保留アクティビティ

Cisco UCSドメインドメインで遅延展開を設定すると、Cisco UCSManagerは保留中のアクティビ
ティすべてを表示することができます。ユーザの確認応答を待つアクティビティと、スケジュー

ルされたアクティビティを表示できます。

Cisco UCSドメインドメインに保留中のアクティビティがある場合、Cisco UCSManager GUIは管
理者権限を持つユーザがログインしたときに通知します。

CiscoUCSManagerは、保留中のアクティビティすべてに関する情報を表示します。次の内容が含
まれます。

•展開され、サーバと関連付けられるサービスプロファイルの名前

•展開の影響を受けるサーバ

•展開により発生する中断

•展開によって実行される変更
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特定の保留中アクティビティがサーバに適用されるメンテナンス時間を指定することはできま

せん。メンテナンス期間は、保留中のアクティビティの数およびサービスプロファイルに割

り当てられたメンテナンスポリシーに依存します。ただし、管理者権限を持つユーザはすべ

て、ユーザの確認応答を待っているかメンテナンス期間かにかかわらず、手動で保留中のアク

ティビティを起動し、サーバをすぐにリブートできます。

（注）

遅延展開に関するガイドラインおよび制限事項

サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートへのすべての変更を元に戻すこ

とはできない

保留中の変更をキャンセルする場合、Cisco UCS Managerはサーバを再起動せずに変更のロール
バックを試みます。ただし、複雑な変更を行った場合、Cisco UCS Managerは変更のロールバッ
クのためサーバを 2度目にリブートする必要がある場合があります。たとえば、vNICを削除す
ると、Cisco UCS Managerはサービスプロファイルに含まれているメンテナンスポリシーに従っ
てサーバをリブートします。サービスプロファイルで元の vNICを復元しても、この再起動およ
び変更はキャンセルできません。代わりに、CiscoUCSManagerは 2回目の展開とサーバのリブー
トをスケジュールします。

サービスプロファイルの関連付けはメンテナンス時間の境界を超えてもよい

Cisco UCS Managerがサービスプロファイルの関連付けを開始した後、スケジューラとメンテナ
ンスポリシーは手順を制御する方法を持っていません。サービスプロファイルの関連付けが割

り当てられたメンテナンス時間に完了しない場合、プロセスが完了するまで続行されます。たと

えば、いくつかの段階の再試行やその他の問題のため、関連付けが完了しなかった場合に発生す

ることがあります。

保留中のアクティビティの順序を指定できない

スケジュールされた展開は、独立して並行実行されます。展開が発生する順序は指定できませ

ん。また、あるサービスプロファイルの変更を他のものの完了を条件として実行することもでき

ません。

保留中のアクティビティの部分的な展開を実行できない

Cisco UCS Managerは、サーバプロファイルに加えられたすべての変更をスケジュールされたメ
ンテナンス時間に適用します。サービスプロファイルに複数の変更を加えた後にそれらの変更を

別々のメンテナンス時間に振り分けることはできません。サービスプロファイルの変更を展開す

るとき、Cisco UCS Managerはデータベース内の最新の設定に一致するようにサービスプロファ
イルを更新します。
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スケジュールの設定

スケジュールの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Schedules]を右クリックし、[Create Schedule]を選択します。

ステップ 3 [Create Schedule]ウィザードの [Identify Schedule]ページで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

スケジュールの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

スケジュールの説明。スケジュールを使用すべき場所や条件に

ついての情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

スケジュールの所有者。次のいずれかになります。

• [Local]：Cisco UCS Managerは、この Cisco UCSドメイン
に設定されているスケジュールを所有します。

• [Pending Global]：Cisco UCS Managerは Cisco UCS Central
にこのスケジュールを転送している状態です。

• [Global]：Cisco UCS Centralは、リモートサーバに設定さ
れているスケジュールを所有します。

[Owner]フィールド

ステップ 4 [Next]をクリックします。

ステップ 5 [One Time Occurrences]ページで、次のいずれかをクリックします。
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説明オプション

次のページに移動します。このスケジュールに対してワンタイムオカレン

スを作成しない場合は、このオプションを選択します。

このオプションを選択した場合は、ステップ 8に進みます。

Next

[Create a One Time Occurrence]ダイアログボックスが表示され、このスケ
ジュールを実行する 1回の時間を指定します。

このオプションを選択した場合は、ステップ 6に進みます。

追加

ステップ 6 （任意） [Create a One Time Occurrence]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

このスケジュールのワンタイムオカレンスの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペース

は使用できません。また、オブジェクトが保存された後で、

この名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

オカレンスが実行される日時。

フィールドの端にある下矢印をクリックして、カレンダーか

ら日付を選択します。

[Start Time]フィールド

b) 下矢印をクリックして [Options]領域を展開します。
c) [Options]領域で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

スケジュールされたオカレンスを実行できる時間の最大長。

次のいずれかになります。

• [None]：オカレンスはすべてのタスクが完了するまで実
行されます。

• [other]：Cisco UCSManager GUIに、[dd:hh:mm:ss]フィー
ルドが表示され、オカレンスを実行できる最長時間を指

定できます。 CiscoUCSは、指定された時間内にできる
だけ多くのスケジュール設定されたタスクを完了しま

す。

デフォルトで、最長時間は [none]に設定されます。この設定
を変更せずに最大タスク数を設定しなければ、保留中のすべ

てのアクティビティが完了するまでメンテナンス期間は続き

ます。

[Max Duration]フィールド

このオカレンスの間に実行可能な、スケジュール設定された

タスクの最大数。次のいずれかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCSによって、[Max Duration]フィー
ルドで指定された最長時間を超えない限り、スケジュー

ルされたすべてのタスクが実行されます。 [MaxDuration]
が [none]に設定されている場合にこのオプションを選択
すると、保留中のすべてのアクティビティが完了するま

でメンテナンス時間が続きます。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIにテキストフィールド
が表示され、このオカレンスのときに実行できるタスク

の最大数を指定できます。 1～ 65535の整数を入力しま
す。

このスケジュールがエラー抑制タスクと関連付けら

れている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Max Number of Tasks]フィー
ルド

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2    
   OL-31135-02-J 7

サービスプロファイル更新の遅延展開

スケジュールの作成



説明名前

このオカレンスの間に同時実行可能なタスクの最大数。次の

いずれかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCSはシステムで処理が可能な限り
の数の同時実行タスクを実行します。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIにテキストフィールド
が表示され、このオカレンスのときに同時に実行できる

タスクの最大数を指定できます。 1～ 65535の整数を入
力します。

このスケジュールがエラー抑制タスクと関連付けら

れている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Max Number of Concurrent
Tasks]フィールド

システムが新しいタスクを開始するまで待機する時間の最小

長。この設定は、同時に実行できるタスクの最大数が [None]
以外の値に設定されている場合にだけ有効です。次のいずれ

かになります。

• [None]：Cisco UCSは次のタスクを可能な限り早く実行
します。

• [other]：Cisco UCSManager GUIに、[dd:hh:mm:ss]フィー
ルドが表示され、Cisco UCSがタスク間で待機する最短
時間を指定できます。

このスケジュールがエラー抑制タスクと関連付けら

れている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Minimum Interval Between
Tasks]フィールド

d) [OK]をクリックします。

ステップ 7 別のワンタイムオカレンスを追加するには、[Add]をクリックしてステップ 6を繰り返します。
それ以外の場合は、[Next]をクリックします。

ステップ 8 （任意）このスケジュールに対して繰り返すオカレンスを定義する場合は、[RecurringOccurrences]
ページで、[Add]をクリックします。
a) [Create a Recurring Occurrence]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このスケジュールの繰り返しオカレンスの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペース

は使用できません。また、オブジェクトが保存された後で、

この名前を変更することはできません。

[Name]フィールド
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説明名前

CiscoUCSがこのスケジュールのオカレンスを実行する曜日。
次のいずれかになります。

•毎日

•月曜日

•火曜日

•水曜日

•木曜日

•金曜日

•土曜日

•日曜日

•奇数日

•偶数日

[Day]フィールド

指定された日にスケジュールのこのオカレンスが開始する時

間。 0～ 24の整数で指定し、0と 24は両方とも真夜中を指
します。

Cisco UCSでは、最長時間に到達していない場合で
も、すべての繰り返すオカレンスが、開始したその

日のうちに終了します。たとえば、午後 11時を開
始時刻に指定し、最大長を3時間に設定した場合、
Cisco UCSはオカレンスを 11時に開始しますが、
午後 11：59に終了させます。これはわずか 59分
後になります。

（注）

開始時刻は、午後11：59までに繰り返しオカレンスが完了す
るよう、十分早い時間に設定します。

[Hour]フィールド

スケジュールオカレンスの実行が開始される時間（分単位）。

これは、0～ 60の任意の整数を指定できます。
[Minute]フィールド

b) 下矢印をクリックして [Options]領域を展開します。
c) [Options]領域で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

このスケジュールの各オカレンスを実行できる時間の最大長。

次のいずれかになります。

• [None]：オカレンスはすべてのタスクが完了するまで実
行されます。

• [other]：Cisco UCSManager GUIに、[dd:hh:mm:ss]フィー
ルドが表示され、オカレンスを実行できる最長時間を指

定できます。 CiscoUCSは、指定された時間内にできる
だけ多くのスケジュール設定されたタスクを完了しま

す。

[Max Duration]フィールド

各オカレンス中に実行可能な、スケジュール設定されたタス

クの最大数。次のいずれかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCSによって、[Max Duration]フィー
ルドで指定された最長時間を超えない限り、スケジュー

ルされたすべてのタスクが実行されます。 [MaxDuration]
が [none]に設定されている場合にこのオプションを選択
すると、保留中のすべてのアクティビティが完了するま

でメンテナンス時間が続きます。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIにテキストフィールド
が表示され、このオカレンスのときに実行できるタスク

の最大数を指定できます。 1～ 65535の整数を入力しま
す。

このスケジュールがエラー抑制タスクと関連付けら

れている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Max Number of Tasks]フィー
ルド

このオカレンス中に同時実行可能なタスクの最大数。次のい

ずれかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCSはシステムで処理が可能な限り
の数の同時実行タスクを実行します。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIにテキストフィールド
が表示され、このオカレンスのときに同時に実行できる

タスクの最大数を指定できます。 1～ 65535の整数を入
力します。

このスケジュールがエラー抑制タスクと関連付けら

れている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Max Number of Concurrent
Tasks]フィールド
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説明名前

システムが新しいタスクを開始するまで待機する時間の最小

長。この設定は、同時に実行できるタスクの最大数が [None]
以外の値に設定されている場合にだけ有効です。次のいずれ

かになります。

• [None]：Cisco UCSは次のタスクを可能な限り早く実行
します。

• [other]：Cisco UCSManager GUIに、[dd:hh:mm:ss]フィー
ルドが表示され、Cisco UCSがタスク間で待機する最短
時間を指定できます。

このスケジュールがエラー抑制タスクと関連付けら

れている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Minimum Interval Between
Tasks]フィールド

d) [OK]をクリックします。
e) 別の繰り返すオカレンスを追加するには、[Add]をクリックしてこのステップを繰り返します。

ステップ 9 [Finish]をクリックします。

スケジュールへのワンタイムオカレンスの作成

デフォルトでは、タスクの最大期間と最大数は [none]に設定されています。これらのデフォ
ルトをどちらも変更しない場合、Cisco UCS Managerは、メンテナンスウィンドウが続く期間
に対する制限は課せられません。保留中のすべてのアクティビティは、スケジュールされた

メンテナンスウィンドウが開始されるとすぐに適用され、Cisco UCS Managerは、これらすべ
てのタスクが完了するまで、保留中のアクティビティによる影響を受けるサーバのリブートを

続行します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Schedules]を展開します。

ステップ 3 オカレンスを追加するスケジュールを右クリックし、[Create a One Time Occurrence]を選択しま
す。

ステップ 4 [Create a One Time Occurrence]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

このスケジュールのワンタイムオカレンスの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

オカレンスが実行される日時。

フィールドの端にある下矢印をクリックして、カレンダーから

日付を選択します。

[Start Time]フィールド

ステップ 5 下矢印をクリックして [Options]領域を展開します。

ステップ 6 [Options]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

スケジュールされたオカレンスを実行できる時間の最大長。次

のいずれかになります。

• [None]：オカレンスはすべてのタスクが完了するまで実行
されます。

• [other]：CiscoUCSManager GUIに、[dd:hh:mm:ss]フィール
ドが表示され、オカレンスを実行できる最長時間を指定で

きます。 CiscoUCSは、指定された時間内にできるだけ多
くのスケジュール設定されたタスクを完了します。

デフォルトで、最長時間は [none]に設定されます。この設定を
変更せずに最大タスク数を設定しなければ、保留中のすべての

アクティビティが完了するまでメンテナンス期間は続きます。

[Max Duration]フィールド
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説明名前

このオカレンスの間に実行可能な、スケジュール設定されたタ

スクの最大数。次のいずれかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCSによって、[Max Duration]フィール
ドで指定された最長時間を超えない限り、スケジュールさ

れたすべてのタスクが実行されます。 [Max Duration]が
[none]に設定されている場合にこのオプションを選択する
と、保留中のすべてのアクティビティが完了するまでメン

テナンス時間が続きます。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIにテキストフィールドが
表示され、このオカレンスのときに実行できるタスクの最

大数を指定できます。 1～ 65535の整数を入力します。

このスケジュールがエラー抑制タスクと関連付けられ

ている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Max Number of Tasks]フィール
ド

このオカレンスの間に同時実行可能なタスクの最大数。次のい

ずれかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCSはシステムで処理が可能な限りの
数の同時実行タスクを実行します。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIにテキストフィールドが
表示され、このオカレンスのときに同時に実行できるタス

クの最大数を指定できます。 1～ 65535の整数を入力しま
す。

このスケジュールがエラー抑制タスクと関連付けられ

ている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Max Number of Concurrent
Tasks]フィールド

システムが新しいタスクを開始するまで待機する時間の最小長。

この設定は、同時に実行できるタスクの最大数が [None]以外の
値に設定されている場合にだけ有効です。次のいずれかになり

ます。

• [None]：Cisco UCSは次のタスクを可能な限り早く実行し
ます。

• [other]：CiscoUCSManager GUIに、[dd:hh:mm:ss]フィール
ドが表示され、Cisco UCSがタスク間で待機する最短時間
を指定できます。

このスケジュールがエラー抑制タスクと関連付けられ

ている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Minimum Interval Between Tasks]
フィールド
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ステップ 7 [OK]をクリックします。

スケジュールへの繰り返しオカレンスの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Schedules]を展開します。

ステップ 3 オカレンスを追加するスケジュールを右クリックし、[Create a Recurring Occurrence]を選択しま
す。

ステップ 4 [Create a Recurring Occurrence]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このスケジュールの繰り返しオカレンスの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

Cisco UCSがこのスケジュールのオカレンスを実行する曜日。
次のいずれかになります。

•毎日

•月曜日

•火曜日

•水曜日

•木曜日

•金曜日

•土曜日

•日曜日

•奇数日

•偶数日

[Day]フィールド
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説明名前

指定された日にスケジュールのこのオカレンスが開始する時間。

0～ 24の整数で指定し、0と 24は両方とも真夜中を指します。

Cisco UCSでは、最長時間に到達していない場合で
も、すべての繰り返すオカレンスが、開始したその日

のうちに終了します。たとえば、午後 11時を開始時
刻に指定し、最大長を 3時間に設定した場合、Cisco
UCSはオカレンスを11時に開始しますが、午後11：
59に終了させます。これはわずか 59分後になりま
す。

（注）

開始時刻は、午後11：59までに繰り返しオカレンスが完了する
よう、十分早い時間に設定します。

[Hour]フィールド

スケジュールオカレンスの実行が開始される時間（分単位）。

これは、0～ 60の任意の整数を指定できます。
[Minute]フィールド

ステップ 5 下矢印をクリックして [Options]領域を展開します。

ステップ 6 [Options]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このスケジュールの各オカレンスを実行できる時間の最大長。

次のいずれかになります。

• [None]：オカレンスはすべてのタスクが完了するまで実行
されます。

• [other]：CiscoUCSManager GUIに、[dd:hh:mm:ss]フィール
ドが表示され、オカレンスを実行できる最長時間を指定で

きます。 CiscoUCSは、指定された時間内にできるだけ多
くのスケジュール設定されたタスクを完了します。

[Max Duration]フィールド
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説明名前

各オカレンス中に実行可能な、スケジュール設定されたタスク

の最大数。次のいずれかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCSによって、[Max Duration]フィール
ドで指定された最長時間を超えない限り、スケジュールさ

れたすべてのタスクが実行されます。 [Max Duration]が
[none]に設定されている場合にこのオプションを選択する
と、保留中のすべてのアクティビティが完了するまでメン

テナンス時間が続きます。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIにテキストフィールドが
表示され、このオカレンスのときに実行できるタスクの最

大数を指定できます。 1～ 65535の整数を入力します。

このスケジュールがエラー抑制タスクと関連付けられ

ている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Max Number of Tasks]フィール
ド

このオカレンス中に同時実行可能なタスクの最大数。次のいず

れかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCSはシステムで処理が可能な限りの
数の同時実行タスクを実行します。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIにテキストフィールドが
表示され、このオカレンスのときに同時に実行できるタス

クの最大数を指定できます。 1～ 65535の整数を入力しま
す。

このスケジュールがエラー抑制タスクと関連付けられ

ている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Max Number of Concurrent
Tasks]フィールド

システムが新しいタスクを開始するまで待機する時間の最小長。

この設定は、同時に実行できるタスクの最大数が [None]以外の
値に設定されている場合にだけ有効です。次のいずれかになり

ます。

• [None]：Cisco UCSは次のタスクを可能な限り早く実行し
ます。

• [other]：CiscoUCSManager GUIに、[dd:hh:mm:ss]フィール
ドが表示され、Cisco UCSがタスク間で待機する最短時間
を指定できます。

このスケジュールがエラー抑制タスクと関連付けられ

ている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Minimum Interval Between Tasks]
フィールド
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ステップ 7 [OK]をクリックします。

スケジュールからのワンタイムオカレンスの削除

これがスケジュールにおける唯一の実行である場合には、そのスケジュールは実行なしで再設定

されます。スケジュールがメンテナンスポリシーに含まれており、そのポリシーがサービスプ

ロファイルに割り当てられている場合、サービスプロファイルに関連付けられているサーバに関

連する保留中のアクティビティは展開できません。保留中のアクティビティを展開するには、1
回限りの実行か繰り返し実行をスケジュールに追加する必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Schedules] > [Schedule_Name]を展開します。
ステップ 3 [One Time Occurrences]を展開します。

ステップ 4 削除するオカレンスを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

スケジュールからの繰り返しオカレンスの削除

これがスケジュールにおける唯一の実行である場合には、そのスケジュールは実行なしで再設定

されます。スケジュールがメンテナンスポリシーに含まれており、そのポリシーがサービスプ

ロファイルに割り当てられている場合、サービスプロファイルに関連付けられているサーバに関

連する保留中のアクティビティは展開できません。保留中のアクティビティを展開するには、1
回限りの実行か繰り返し実行をスケジュールに追加する必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Schedules] > [Schedule_Name]を展開します。
ステップ 3 [Recurring Occurrences]を展開します。

ステップ 4 削除するオカレンスを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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スケジュールの削除

このスケジュールがメンテナンスポリシーに含まれている場合、ポリシーはスケジュールなしで

再設定されます。そのポリシーがサービスプロファイルに割り当てられている場合、サービス

プロファイルに関連付けられているサーバに関連する保留中のアクティビティは展開できません。

保留中のアクティビティを展開するには、スケジュールをメンテナンスポリシーに追加する必要

があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Schedules]を展開します。

ステップ 3 削除するスケジュールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

メンテナンスポリシーの設定

メンテナンスポリシーの作成

はじめる前に

このメンテナンスポリシーを自動遅延展開用に設定する予定の場合は、スケジュールを作成しま

す。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Maintenance Policies]を右クリックし、[Create Maintenance Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Maintenance Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用でき
ます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用でき
ますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された

後で、この名前を変更することはできません。

[名前]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と

条件についての情報を含めることを推奨しま

す。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文
字またはスペースを使用できます。`（アクセン
ト記号）、\（円記号）、^（カラット）、"（二
重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できませ
ん。

[説明]フィールド

サービスプロファイルをサーバに関連付けたと

きや、サーバにすでに関連付けられているサー

ビスプロファイルに変更を加えたときは、プロ

セスを完了するためにサーバをリブートする必

要があります。 [Reboot Policy]フィールドは、
このメンテナンスポリシーを含むサービスプ

ロファイルのいずれかに関連付けられたサーバ

をリブートする時期を決定します。次のいずれ

かになります。

• [Immediate]：サービスプロファイルの関
連付けが完了したときや、サービスプロ

ファイルの変更がユーザによって保存され

たときに、ただちにサーバが自動リブート

されます。

• [User Ack]：サービスプロファイルの関連
付けが完了したときや変更を加えたとき

は、サーバを手動でリブートする必要があ

ります。

• [Timer Automatic]：Cisco UCSは、
[Schedule]フィールドのスケジュールで定
義されているメンテナンス時間帯まで、す

べてのサービスプロファイルの関連付け

や変更を延期します。

[Reboot Policy]フィールド
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説明名前

[Reboot Policy]が [Timer Automatic]に設定され
ている場合は、メンテナンス操作をサーバに適

用できる時期をスケジュールで指定します。ス

ケジュールした時間に Cisco UCSよってサーバ
がリブートされ、サービスプロファイルの変更

が完了します。

[Schedule]ドロップダウンリスト

この Cisco UCSドメイン内のすべてのオブジェ
クトで使用できる新しいスケジュールを作成す

るには、このリンクをクリックします。

[Create Schedule]リンク

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

ポリシーをサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに含めます。

メンテナンスポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Maintenance Policies]を展開します。

ステップ 4 削除するメンテナンスポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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保留アクティビティの管理

保留アクティビティの表示

手順

ステップ 1 ツールバーの [Pending Activities]をクリックします。

ステップ 2 次のいずれかのタブをクリックします。

• [User Acknowledged Activities]：完了する前にユーザ確認が必要なタスクを表示する [Service
Profiles]タブと [Fabric Interconnects]タブが含まれています。

• [ScheduledActivities]：関連するメンテナンススケジュールに基づいて実行されるタスクを表
示します。

ステップ 3 テーブル内のいずれかの行をクリックして、その保留中のアクティビティの詳細を表示します。

[Server]カラムでリンクをクリックすると、Cisco UCS Managerはそのサーバのプロパティを表示
します。

ユーザの確認応答待ちサービスプロファイル変更の展開

保留中のアクティビティを確認した後、Cisco UCS Managerが影響のあるサーバをリブートす
ることは禁止できません。

重要

手順

ステップ 1 ツールバーの [Pending Activities]をクリックします。

ステップ 2 [Pending Activities]ダイアログボックスで、[User Acknowledged Activities]タブをクリックし、
[Service Profiles]タブをクリックします。

ステップ 3 即時に展開する保留アクティビティごとに、[Reboot Now]カラムのチェックボックスをオンにし
ます。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Manager保留中のアクティビティの影響を受けるサーバがただちにリブートします。
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すべてのユーザの確認応答待ちサービスプロファイル変更の展開

保留中のアクティビティを確認した後、Cisco UCS Managerが影響のあるサーバをリブートす
ることは禁止できません。

重要

手順

ステップ 1 ツールバーの [Pending Activities]をクリックします。

ステップ 2 [Pending Activities]ダイアログボックスで、[User Acknowledged Activities]タブをクリックし、
[Service Profiles]タブをクリックします。

ステップ 3 ツールバーで、[Acknowledge All]チェックボックスをオンにします。
CiscoUCSManagerGUIテーブルにリストされているすべての保留中のアクティビティに対して、
[Reboot Now]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
CiscoUCSManagerテーブルにリストされている保留中のアクティビティの影響を受けるすべての
サーバをただちにリブートします。

スケジュールされたサービスプロファイル変更の即時展開

保留中のアクティビティを確認した後、Cisco UCS Managerが影響のあるサーバをリブートす
ることは禁止できません。

重要

手順

ステップ 1 ツールバーの [Pending Activities]をクリックします。

ステップ 2 [Pending Activities]ダイアログボックスで、[Scheduled Activities]タブをクリックします。

ステップ 3 即時に展開する保留アクティビティごとに、[Reboot Now]カラムのチェックボックスをオンにし
ます。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Manager保留中のアクティビティの影響を受けるサーバがただちにリブートします。
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スケジュールされたすべてのサービスプロファイル変更の即時展開

保留中のアクティビティを確認した後、Cisco UCS Managerが影響のあるサーバをリブートす
ることは禁止できません。

重要

手順

ステップ 1 ツールバーの [Pending Activities]をクリックします。

ステップ 2 [Pending Activities]ダイアログボックスで、[Scheduled Activities]タブをクリックします。

ステップ 3 ツールバーで、[Acknowledge All]チェックボックスをオンにします。
CiscoUCSManagerGUIテーブルにリストされているすべての保留中のアクティビティに対して、
[Reboot Now]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
CiscoUCSManagerテーブルにリストされている保留中のアクティビティの影響を受けるすべての
サーバをただちにリブートします。
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